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令
和
六
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

大
山　

愛
加

　
日
頃
よ
り
西
乙
訓
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
縁
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
会
長
の
任
期
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。

　
本
年
度
も
、
様
々
な
学
校
行
事
に
保
護
者
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
頂
き
、
自

分
の
子
供
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
活
動
の
中
で
、
様
々
な
表
情
を

見
れ
た
事
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
親
と
し
て
も
充
実
し
た
学
校
生
活
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

一
緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
本
部
メ
ン
バ
ー
・
ク
ラ
ス
役
員
の
方
々
に
は

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
ま
た
学
校
行
事
に
加
え
、
京
都
府
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
理
事
に

あ
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
畿
地
区
京
都
大
会
の
役
員
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
京
都
府
下
の
高
校
や
他
府
県
の
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
と
の
色
々
な

出
会
い
や
交
流
も
あ
り
、
よ
り
充
実
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
二
五
年
は
巳
年
。
昔
か
ら
、
蛇
は
脱
皮
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、

再
生
と
変
化
の
象
徴
と
さ
れ
る
縁
起
の
良
い
動
物
で
す
。
二
〇
二
五
年
は
、

蛇
が
古
い
皮
を
脱
ぎ
捨
て
て
成
長
す
る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
ま
し
て
も
、

よ
り
良
い
成
長
と
変
化
が
起
こ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
七
年
度
も
、
西
乙
訓
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

祝　

御
卒
業

�

校
長　

三
木　

孝
史

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、日
ご
ろ
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
保
護
者
等
の
み
な
さ
ま
、
お
子
様
の
御
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
は
、
２
０
２
２
年
４
月
の
入
学
式
を
は
じ
め
、
校
外
学
習
等
全
員
マ
ス
ク

で
の
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
2
年
生
で
の
研
修
旅
行
は
前
年
度
に
引
き
続
き
国
内
で
の
研

修
旅
行
と
な
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
多
大
に
受
け
た
学
年
で
し
た
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
減
り
、
学
校
行
事
等
以
前
の
取
組
が

復
活
し
、
最
高
学
年
と
し
て
球
技
大
会
、
西
乙
祭
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ
ま
に
は
今
年
度
も
西
乙
祭
に
お
い
て
、
生
徒
た
ち
へ
飲
料
水
や
お
菓
子
の
配

布
を
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
9
月
27
日
と
彼
岸
を
過
ぎ
た
日
程
で

の
西
乙
祭
（
体
育
の
部
）
で
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
暑
く
、
生
徒
た
ち
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
飲
料
水
に
と
て
も
感
激
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
西
乙
祭
の
関
係
で
申
し
ま
す
と
西
乙
祭
で
茶
道
部
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
会

場
に
飾
る
掛
け
軸
に
、校
長
先
生
の
印
象
に
残
る
言
葉
を
書
に
表
し
て
く
だ
さ
い
と
依
頼
が
あ
り
、

「
一
華
開
五
葉
」
と
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
一
華
開
五
葉
」
と
は
禅
の
言
葉
で
「
い
っ
か
ご
よ
う
を
ひ
ら
く
」
と
読
み
、
一
つ
の
花
（
つ

ぼ
み
）
か
ら
五
枚
の
花
が
咲
く
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
の
花
が
咲
く
と
そ
こ
か
ら
花
が
広
が
っ
て
咲
い
て
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。「
一
つ

の
花
」
を
一
人
ひ
と
り
と
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
向
か
っ
て
卒
業

生
一
人
ひ
と
り
が
世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
く
。
本
校
の
教
育
の
特
色
で
あ
る
国
際
的
視
野
を
持
っ

て
世
界
を
創
造
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
春

の
花
が
咲
き
始
め
る
今
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
が
、「
自
分
（
一
華
）」
か
ら
「
世
界
（
五
葉
）」

へ
広
が
っ
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
思
い
を
込
め
て
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
に
「
一
華
開
五
葉
」
の

こ
と
ば
を
贈
り
ま
す
。

　
最
後
に
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
が
将
来
世
界
の
ど
こ
か
を
支
え
る
べ
く
、
前
途
洋
々
と
歩
ま
れ
る

こ
と
心
か
ら
期
待
す
る
と
と
も
に
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
に
対
し
て
、
今
日
ま
で
心
を
離
す
こ
と

な
く
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
等
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
、
保
護
者
等
の
み
な
さ
ま
の

今
後
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
本
校
に
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部

Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部

　

各
種
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
連
会
合
（
府
指
導
者
研

修
会
、
近
畿
地
区
連
合
大
会
、
全
国
連
合

大
会
等
）
へ
出
席
し
ま
し
た
。

　

制
服
リ
ユ
ー
ス
事
業
を
実
施
し
、
沢
山

の
方
々
に
ご
協
力
を
頂
き
制
服
の
橋
渡
し

が
出
来
ま
し
た
。

　

西
乙
祭
・
文
化
の
部
（
1
日
目
）
で
は

飲
料
と
駄
菓
子
の
配
布
を
、
西
乙
祭
・
文

化
の
部
（
2
日
目
）
と
体
育
の
部
で
は
飲

料
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

生
活
安
全
委
員
会

生
活
安
全
委
員
会

　

１
年
生
の
ク
ラ
ス
委
員
さ
ん
を
中
心
に
、

2
学
期
と
3
学
期
に
そ
れ
ぞ
れ
通
学
安
全

指
導
を
行
い
ま
し
た
。
8
月
に
は
合
わ
せ

て
自
転
車
安
全
点
検
の
実
施
を
お
手
伝
い

し
ま
し
た
。

広
報
委
員
会

広
報
委
員
会

　

3
年
生
の
ク
ラ
ス
委
員
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
7
月
に
広
報
誌
「
西
乙
」
第
87

号
、
3
月
に
第
88
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

素
敵
な
写
真
を
た
く
さ
ん
掲
載
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

進
路
委
員
会

進
路
委
員
会

　

各
学
年
の
進
路
講
習
会
の
実
施
を
行
い

ま
し
た
。6
月
に
大
学
見
学
会
を
実
施
し
、

大
和
大
学
と
関
西
大
学
の
2
校
を
見
学
し

ま
し
た
。

文
化
厚
生
委
員
会

文
化
厚
生
委
員
会

　

2
年
生
の
ク
ラ
ス
委
員
さ
ん
を
中
心

に
、
11
月
に
文
化
教
室
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
文

化
教
室
「
食
育
講
話
＆
料
理
教
室
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
文
化
教
室
の
合
間
に
は
、

修
学
旅
行
中
の
子
供
達
の
様
子
を
先
生
よ

り
お
伺
い
す
る
等
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中

で
ク
ッ
キ
ン
グ
を
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

（
参
加
者
感
想
）

・�
先
生
の
お
話
も
わ
か
り
や
す
く
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
家
で
ア
レ
ン

ジ
し
て
、
今
日
教
え
て
い
た
だ
い
た
料

理
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

・�

楽
し
く
み
な
さ
ん
と
料
理
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。

・�

安
田
シ
ェ
フ
の
お
話
、
楽
し
か
っ
た
で

す
。

・�

毎
日
和
食
だ
っ
た
た
め
、新
鮮
で
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
い
で
す
。

・�

食
育
の
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
、
日

本
で
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
取
組
で
、
目

隠
し
で
香
り
や
味
、
音
を
聞
き
分
け
た

り
す
る
の
は
、
子
ど
も
食
堂
を
し
て
い

る
の
で
、取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

普
段
、
甘
み
を
使
っ
た
も
の
を
作
っ
て

い
る
の
で
、
ワ
イ
ン
酢
を
使
っ
た
味
は

初
め
て
で
新
鮮
で
し
た
。
色
々
な
料
理

へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
視
野
が
広

が
っ
た
感
じ
で
す
。

各
学
年
委
員
会

各
学
年
委
員
会

　

全
学
年
共
通
し
て
、
学
年
ご
と
の
進
路

説
明
会
と
学
年
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
西
乙
祭
・
文
化
の
部
（
1
日
目
）

で
は
飲
料
と
駄
菓
子
の
配
布
を
、
西
乙
祭
・

文
化
の
部
（
2
日
目
）
と
体
育
の
部
で
は

飲
料
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
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33年生年生　　青空劇場青空劇場

3-1

3-3

3-2

3-4

1-3
2-3
3-3

1-4
2-4
3-1

1-1
2-1
3-4

1-4
2-4
3-3

第41回

2024. ・9/10 9/11
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11年生年生　　創作発表創作発表

22年生年生　　演　劇演　劇

1-1

1-3

2-42-3

2-22-1

1-2

1-4
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部･

委
員
会
に
よ
る
展
示･

発
表

美術部美術部

文芸部文芸部

保健委員会保健委員会

ボランティア委員会ボランティア委員会

茶道部茶道部

写真部写真部

生徒会生徒会

サイエンス部サイエンス部
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総 合 優 勝総 合 優 勝 青団（3年1組、2年3組、1年4組）

総合準優勝 黄団（3年4組、2年1組、1年2組）

2024.9.27
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國立南投高級中学での授業体験

台北中正紀念堂前

國立南投高級中学での歓迎セレモニー

台北士林夜市

研修旅行特集
第２学年　海外研修旅行〜台湾への旅　（11月５日〜 11月９日）

　コロナ禍から中断していた海外研修旅行がついに復活しました。コロナ収束後は国内での研修旅行を実施していま
したが、今年度より台湾（台北・台中）へと行先を戻すことが出来ました。初めての飛行機、初めての海外旅行の生
徒も非常に多く、パスポートの申請、外貨への両替え、現地でのWi-Fi環境の確保など、日本国内では考えられない
ことばかりです。
　初めて異国の地へと降り立った生徒の反応は様々でした。匂いを気にする生徒、言葉が通じず見慣れない言語の看
板に戸惑う生徒、圧倒的な現地の人たちの熱量に驚く生徒。1つ1つが生徒達がこれまで知らなかった感覚の扉をこじ
開けるものばかりだったようです。
　台中では、國立南投高級中学と学校交流を行いました。歓迎セレモニーから、最期のお見送りまで学校全体で西乙
訓高校を受け入れ、時間をかけて準備をしてくれたと思われる催し、授業体験はどれも素晴らしいものでした。最初
は互いに通じる言葉を探って距離を縮めることができない生徒達でしたが、交流が始まり体を動かし始めると、笑い
声や歓声が各教室でどんどん広がっていきました。伝えたいことを伝える努力と恥ずかしくても一歩を踏み出す勇気
を出すことが今回の学校交流の1番の目的でした。
　台北ではB&S（地元大学生が同行しての市内散策）を実施、地下鉄では日本のような切符ではなく、コインのよう
なものが切符代わり。各班事前に調べた場所に公共交通機関を利用し、移動して買い物等を楽しみました。幻想的な
風景を期待していた九份では、あいにくの大雨でしたがカッパを着用してノスタルジックな街を散策しました。故宮
博物院では歴史に翻弄された宝をガイドの説明付きで見て回り、忠烈祠では、一糸乱れぬ動きが圧巻の英霊と建物を
守る衛兵の交代式を見学できました。最終日の夜は夜市に出かけました。グルメにアクセサリー、洋服、靴、ゲーム
の屋台などなんでも揃っており、生徒達もお祭り気分を味わっていました。
　当初、コンビニで水を購入するのも苦労していた生徒達でしたが、４泊５日の旅は自身の多様性や柔軟性を高める
良い機会となったと思います。視野を広げ多様な価値観を身につけることにつながる機会は卒業後も積極的に見つけ
ていって欲しいと思います。 
 第二学年部長　河本　孝弘
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● アーリントン訪日団（アメリカ）との国際交流

● 五旬節聖潔會永光書院高校（香港）との国際交流

● ナムソン女子高校（韓国）との国際交流

● タンピネスセカンダリースクール（シンガポール）との国際交流

　
今
年
度
、
前
期
生
徒
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

岡
内
幸
汰
で
す
。

　
今
年
度
の
生
徒
会
活
動
は
、
春
の
新
入
生
歓
迎
会
か
ら

始
ま
り
、学
校
説
明
会
の
お
手
伝
い
や
国
際
交
流
の
運
営
、

挨
拶
運
動
、
被
災
地
支
援
募
金
、
校
則
改
訂
活
動
な
ど
積

極
的
に
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、「
西
乙
祭
文
化
の
部
」
で
は
生
徒
会
内

で
「
大
改
革
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
文
化
祭
に
向
か
う

態
度
か
ら
考
え
直
し
、「
タ
ケ
ボ
ー
探
し
」
や
「
〇
×
ク

イ
ズ
大
会
」
を
企
画
、
そ
し
て
例
年
行
わ
れ
て
い
る
「
夜

祭
」
で
は
、
サ
イ
リ
ウ
ム
の
配
布
や
Ｍ
Ｃ
の
仕
方
な
ど
ど

う
す
れ
ば
更
な
る
熱
況
を
生
み
出
せ
る
か
を
考
え
、
結
果

と
し
て
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
一
番
盛
り
上
が
っ
た
コ
ン
テ

ン
ツ
に
選
出
さ
れ
る
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
準
備
か
ら

本
番
ま
で
本
当
に
大
変
で
し
た
が
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、
生
徒
会
役
員
、
そ
し
て
当
日
、
最
高
の
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顔

と
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を
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せ
て
く
れ
た
生
徒
の
皆
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ん
の
お
か
げ
で
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後
ま
で
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し
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げ
る
こ
と
が
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き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
文
化
・
体
育
。
両
日
共
に
猛
暑
の
中
で
の
開
催
で
し
た

が
、
そ
の
よ
う
な
時
で
も
、
お
力
添
え
頂
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
様
、
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
頂
い
た
保
護
者
の
皆
様
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
三
年
生
の
み
ん
な
、
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
春
か
ら
は

社
会
に
出
て
、
楽
し
い
こ
と
、
幸

せ
な
こ
と
以
上
に
社
会
の
厳
し
さ

に
立
ち
尽
く
す
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
時
は
こ

こ
で
過
ご
し
た
3
年
間
を
思
い
出

し
、
私
た
ち
の
、
や
る
時
は
や
る

ス
タ
イ
ル
で
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
活
躍
を
心
か

ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

生
徒
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活
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報
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生
徒
会
活
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告



（10）（10）

１組　岩井 俊夫 先生

３年生の皆さん、御卒業おめでとうございます。保護者の皆様、
心よりお祝い申し上げます。

さて、西乙での３年間はどうだったでしょうか。高校生活での学
びは、これから生きていく上での糧となるに違いありません。真面
目に学習に励んだ。部活動にしっかり取り組んだ。研修旅行を楽し
めた。西乙祭で燃えた！など、様々な経験を積んだことと思います。
予定通りに上手く出来たことも、残念ながら失敗に終わったことも
その全てが皆さんの栄養となり力となると信じています。

また、素晴らしい友達や仲間との出会いがありました。高校の友
達は一生の友になるといいます。一方で、友人関係に悩んだことも
少なからずあったと思います。周囲の大人に対しても思春期ど真ん
中で、その意見を素直に聞けなかったときがあったかもしれません。
少し前に流れたシャンプーのＣＭに「ほっといてね　ほっとかない
でね」というコピーがありました。皆さんを「ほっとかなかった人」
を思い浮かべてください。楽しい時間を共有できた人、悩みを聞い
てくれた人、何よりも毎日のお弁当をつくってくれた人は誰でしょ
うか？この卒業の節目に感謝が伝えられたら最高です。

そして、入学時に贈った言葉をもう一度、Nothing is impossible. 
できないことはない。

何事にも挑戦し、夢を追いかけよう。諦めずに努力している限り
は、失敗にはならないという理屈も通ります。毎朝のＳＨＲの最後
には「今日もしっかり勉強しよう。頑張ろう。」と励まし続けてい
たつもりです。これからも応援しています。頑張ろう!!

２組　野中 昌美 先生

3年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。保護者の皆様におかれましては、ご子息のご卒業、
心よりお祝い申し上げます。

2年生から皆さんと一緒に過ごす時間は、あっという間で幸せな時を過ごさせていただきました。そ
れは、皆さんと皆さんに関わった先生方や保護者の皆様方・地域の方々など大勢の方々が支えてくだ
さったおかげだと感謝しております。本当にありがとうございました。♡

今思い返しても、いろいろな思い出が脳裏に浮かんできます。学校行事を始め、授業やＨＲ活動・日々
の時間で、私は皆さんのパワーにいつも驚かされ。ついて行くことがやっとで、皆さんの発想力や行
動力には目からうろこがぼろぼろボロと落ちていったように記憶しています。また、年を追うごとに
皆さんがパワーアップされてくる様子を誇らしくさえ思えました。（若いって素晴らしい!!）

さて、皆さんはこの西乙訓高校を巣立っていきます。　未来が広がっています。どのような未来でしょ
うか？是非何かに打ち込んでみてください。！そして、一度きりの人生です。自分を自分自身が楽しん
でみてください。

さ――スタートです。！皆さんの今後の活躍を心からお祈りします。
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３組　岡田 悠平 先生

【　君たちはすごいぞ！　】
３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。また、保護者の皆様におかれましても、お子様のご卒業、

心よりお祝い申し上げます。
３年間あっという間でしたね。私にとっては初めての担任でした。皆さんとともに３年間一緒に成長でき

たことを、とても、とても嬉しく思っています。
私事ですが、皆さんも知っての通り、私に昨年娘ができました。日々、寝返りができるようになった、座

れるようになった、離乳食を食べられるようになったと娘の成長に一喜一憂です。こうやって娘の成長を１
日１日見ていると、高校を卒業するまでの未来ってなんて遠いんだろう！と思います。皆さんが高校を卒業
するこれまでには、途方もない喜びや苦労、そして愛があったのだろうと想像せずにはいられません。です
ので、これまで以上の感慨を持って、皆さんに「おめでとう」の一言を送ります。

多くの経験を経て、高校卒業までたどり着いた皆さんには、「高校を卒業した」と言うことを誇りに思って
欲しいと思います。確かに、今の日本の社会ではほとんどの人が高校に進学し、高い割合で卒業をします。
だから中には、特別誇ることをしたと言う気になれない人がいるかもしれません。

けれど、皆さんに意識して欲しい事を一つ伝えておきます。それは、皆さんはすごい財産を持っていると
言う事です。

ここで皆さんに一つ質問をしたいと思います。
「金庫の中に金塊が入っていて、それはあなたのものです。この金塊は不思議な性質をしていて、使えば

どんどん増えていくけど、使わなければどんどん減っていきます。あなたはこの金塊をどうしますか？」
勿論、使わない手はないでしょう。そんな都合の良い財産はどんどん使ってどんどん増やすべきです。で

ないとただ減っていくだけで損です。
そんな都合の良いもの有るわけ無いじゃないかと言われてしまいそうです。けれど、この金塊こそが、皆

さんが高校生活で手に入れた財産に他なりません。
その財産が何なのかは、敢えて言わないでおきます。宿題にしておきますが、提出の必要はありません。

できればその財産を増やして、自分のために、そして自分の大切な人たちのために使ってください。
３年間ありがとう。皆さんのこれからの活躍を心から応援しています。

４組　本田 一之 先生

３年生の皆さん、御卒業おめでとうございます。また保護者の皆様におかれましては、心よりお祝い申し
上げます。

思えば去年、私は三年生を送り出しましたが、ほっとしたのもつかの間、また新三年生の皆さんを担任す
ることになりました。弓道部と文芸部の部員以外、誰も顔なじみの生徒がいないので当初は不安でしたが、
本当に楽しい一年を過ごすことができました。この場を借りて感謝します。

さて唐突ですが、命はだれのものでしょう。多分皆さんは、自分のものにきまってるじゃないか、とおっしゃ
るかもしれません。しかし果たしてそうでしょうか。自分が今ここにいるためには、皆さんの両親が必要です。
両親が存在するためには皆さんの祖父と祖母が必要、祖父と祖母が存在するためにはその曽祖父と曾祖母
が……というように、皆さんが今ここにいるためには、多くの人々が存在したことが前提になっているのです。
これらの内、誰かひとり欠けていても、今の皆さんは存在していなかったかもしれません。人間の歴史、そ
の気の遠くなるような長い年月の、命のリレーの先に今の皆さんがいるのです。それを我々は奇跡と呼んで
も過言ではありません。

もうお分かりでしょう。あなたの命はあなたの両親や家族、あなたの友人たちなど、あなたに関わったす
べての人のもの、いわば人類の共有財産なのです。自分の命を大切に。それを使い切り、自分一人のため
だけではなく、できるだけ多くの人々に役立ててくれることを願っています。
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サッカー部

卓球部 女子バスケットボール部

男女ハンドボール部 テニス部

サッカー部では、現在2年生２名、１年生１名の合計３名で活動してい
ます。人数は少ないですが、皆で仲良く楽しく日々の練習に充実した
毎日を送っています。公式戦等は、洛水高校、田辺高校、農芸高校と
合同チームを組んで出場しています。休日等は、合同チームで集まっ
て合同練習も行っています。10月の選手権大会を最後に3年生は引退
しましたが、その思いを引継ぎ、チーム一丸となって、１月の新人戦
大会に挑みました。４月には新入生が多く入部してくれる事を願って
います。一緒に西乙訓高校のサッカー部を盛り上げていきましょう！

新入部員募集中!! 新入部員募集中!!

新入部員募集中!! 新入部員募集中!!

硬式野球部

バドミントン部

男子バスケットボール部

硬式野球部 １年 山部 暁也 です。月曜日はオフで、それ
以外の日は基本的に活動しています。平日は約１時間半フィ
ジカルを鍛えるトレーニングを中心に行っています。キャッ
チボール・ノック・バッティング等は部員が1人なので顧問
の先生と行っています。休日は合同チームを４校で組み、
他校との交流試合を行っています。平日の練習は1人で「き
つい」と思うこともありますが、懸命に取り組んでいます。
宜しくお願いします。

バドミントン部です。男女共に人数は少ないですが、日々
の練習では各自が課題を決めて練習に励んでいます。初心
者が多く、すぐに上達する競技ではないですが、少しずつ
出来ることが増えてくると、やみつきになるのもバドミント
ン競技の面白さです。しんどい練習でも、仲間と声を掛け
合って乗り越えることができるようになってきています。
志を高く持ち、難しさの先にある結果を求めてこれからも
頑張っていきます。

男子バスケットボール部は、１年生４名、２年生６名、マネー
ジャー４名で活動しています。週５で活動しており、原則木
曜日と日曜日が休みで、ベスト16を目標に日々練習してい
ます。３年生の最後の大会では、目標にしていたベスト16
には届かなったのですが、３年生３人の勇姿に心をひかれて、
一生懸命練習しています。特に、仲の良さはこの部活の持
ち味なので、人間関係は問題ないです。半分が経験者で半
分が未経験者なので、誰でも大歓迎です。ぜひ来てください！

女子バレーボール部

男子バレーボール部

女子バレーボール部は部員が一人だけで活動しています。
普段の活動は大変なことも多いですが、他校と合同チーム
を組むことによって練習試合や公式戦に参加しています。
合同チームでは、西乙訓高校の生徒だけでなく他の学校に
も友達ができるので自分の世界も広がり、勉強になってい
ます。春には単独でチームができるように頑張っていきた
いと思っています。

男子バレー部です。現在１年生５人、２年生４人、マネー
ジャー1人の計10人で活動しています。週６日活動してお
り、リーグ戦通過を目標に日々励んでいます。まだまだチー
ムとしても個人としてもたくさん課題がありますが、次の
大会で活躍できるように頑張っています。経験者でも未経
験者でもかまいません。バレーボールに興味がある人、バ
レーボールを「やってみたい！」と思う人はぜひ一度体験
に来てみてください!!

陸上競技部

弓道部
弓道部は現在、２年生17名、１年生10名の計27名で活動しています。弓道とは弓と矢を用いおよそ
28ｍ先の的を狙う競技です。的に当てることのみならず、所作や礼儀が重視され、まさに「礼に始ま
り礼に終わる」競技です。部員は日々練習に打ち込み、最近では全国インターハイに女子個人で出場、
近畿大会の団体戦で男女とも決勝トーナメント進出（ベスト８相当）、女子個人８位入賞など結果を残
しました。今後も目標を高く持ち、全力で活動に取り組んでいきます。是非応援よろしくお願いします。
【３年生へのメッセージ】
３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。先輩たちが紡いできた伝統・雰
囲気を今後も伝えていけるように精進し、全国大会へ行けるように頑張ります。

陸上競技部です。３年生の皆さんご卒業おめでとうございます。
さて、今、活動しているのは１名です。陸上競技について入部し
てきたばかりでまだまだわからないことだらけですが、陸上は、
全ての競技の基本であるといいます。
自分にはどんな能力があるのか、どんな可能性があるのか、自分
に挑戦しようと思っています。
一緒に自分自身に挑戦してみませんか？入部を心から待っています。
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ワンダーフォーゲル部
ワンダーフォーゲル部では、一年生一人、二年生四名の計
五人で活動しています。学期に複数回、山に登り山頂では
ご飯を作っています。少人数で活動しているので、運動が
苦手な人でもペースを合わせて一緒に山に登ることができ
ます。部員のほとんどが登山初心者なので、高校で新しい
ことを始めてみたい人は、ぜひワンダーフォーゲル部にき
てください。

各部活動の活動状況・成績につきましては、西乙訓高等学校のホームページで御覧ください。

美術部 吹奏楽部

放送部

写真部

グローバル部

サイエンス部茶道部

一年生二人、二年生三人、三年生五人で活動しています。
普段の部活動ではそれぞれ自由に絵を描いています。他に
も、季節ごとに黒板アートを描いたり、部誌を描いたりし
ています。絵を描くのが得意な人も苦手な人もぜひ美術部
に来てください。新一年生だけでなく、途中入部の二、三
年生も大歓迎です。

私たち吹奏楽部は、感謝の気持ちを忘れず、たくさんの方
の心に響く演奏ができるように日々活動しています。今年
は、京都府吹奏楽コンクール小編成で「金賞」受賞、近畿
高等学校総合文化祭福井大会に京都府合同バンドとして出
演などしました。新チームになり、３年生の先輩方の苦労
などがわかり、大きな存在であったと今、感謝しています。
3月20日の定期演奏会を楽しみにしています。
これからも部員一同、頑張ります。

放送部は、少人数ですが仲良く活動しています。活動内容は、
毎週水曜日と金曜日の昼休みに「お昼の放送」をしています。
このほか、文化祭の音響機器の設営、体育祭の司会進行や
競技のナレーション、乙訓青年会議所主催「乙訓Dreamフェ
スタ」の司会など地域への貢献活動をしています。ぜひ、
みなさんも一緒に活動しませんか！

こんにちは、写真部です。写真部での活動は、郊外で撮影
した写真を、図書館横に掲示したり、展示会に出品をする
ことです。文化祭では、チェキ会を開き、黒板アートをし
たり、小物を使ったりして撮ります。主に水曜日に活動して
いますが、不定期なため、毎週あるわけではありません。
だから、他の部活と掛け持ちしやすいです。少しでも写真
に興味があれば、来てくださると幸いです。

私たちグローバル部は、１年生10人で週2回活動していま
す。今年度から部名が、ＥＣＣから変わり、より「グローバ
ル」な部活動を目指して、英語を中心に韓国語や中国語も
学んでいます。学校外のボランティア活動にも取り組み、
今年度は「祇園祭ごみゼロ大作戦」に参加し、その他、全
国高校生伝統文化フェスティバルや、韓国の高校生との交
流も行いました。みんなで楽しく活動しているので、少し
でも興味のある方は是非見に来て下さい。

サイエンス部は、毎年、
西乙祭で熱気球に取り組
んでいます。代々伝わる
気球は、バーナーの熱に
よる傷みで継ぎ接ぎだら
けになっています。が、
今年も晴天の下、無事に
空高く上げることが出来
ました。この西乙祭の熱
気球で３年生は引退です。
いろいろな実験に取り組
み、上手くいかないこと
も多かったのですが、サ
イエンス部の活動が今後
の糧になることを願って
います。「失敗は成功のも
と」です。

みなさん、こんにちは、茶道部です。茶道部は現在一年生六人、二年生六人の計
十二人で活動しています。活動は週に二回、水曜日と木曜日に行っています。水曜
日は、外部の先生をお招きしてお稽古をしています。お菓子を食べたり、お茶を点
ててお互いに飲み合ったりしています。木曜日は水曜日の振り返りを自分たちでし
ています。夏休みには、浴衣の着付け講習や茶筅削り、干菓子作りを体験します。
文化祭では、浴衣を自分で着付けして、来ていただいた方にお茶をお出しするお茶
会を開催しました。お稽古を続ければ、茶道裏千家の資格（お免状）を取得するこ
とができます。茶道部に少しでも興味のある方は、ぜひ体験しに来てみてください！

演劇部
我が部では主に、「文化祭での公演」に力を入れています。また、前年までには「冬劇祭」という演劇の大会に出
場していましたが、現在、部員が二名となり、出場が難しい状況となっております。主な活動内容としては「台本
読み」や「声出し」などをメインに活動しています。二名とも演劇未経験から出発しました。まだまだ手探りでは
ございますが、一生懸命奮闘しております。途中入部でも兼部でお大歓迎ですので、ぜひ一度ご検討ください。
最後になりましたが、ご卒業される先輩方に一言送らせていただきます。ご卒業おめでとうございます、ここから
は各々がそれぞれの道へと向かっていくと思われますが、一つ教訓をお話しすると、「壁にぶつかった時やストレス
がたまった時には無理にそれを乗り越えようとせずに、一度現状を把握する事」が大事だと思います。先輩方が
築き上げた演劇部を私たちが引継ぎ、今まで以上に良くしようと思います。改めて卒業おめでとうございます。

文芸部
3年生のみなさん、御卒業おめでとうございます。文化祭
等で部活動を盛り上げてくださり、本当にありがとうござ
いました。私たち文芸部は毎週、火曜日と金曜日に活動を
しています。かるた班と文芸班に分かれて活動しています。
かるた班は、春と夏の大会に向けて練習をしています。文
芸班は、文化祭などで文芸誌を出すことが主な活動内容で
す。部員は他の部活動と兼部をする者も多く、皆のびのび
と楽しく活動をしています。



�

第
一
学
年
部
長
　
谷
村
　
侑
子

　

ま
っ
さ
ら
な
制
服
に
袖
を
通
し
、
西
乙
訓
高
校
の
門
を
く
ぐ
っ
て
か

ら
、１
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
１
年
は
長
く
感
じ
ま
し
た
か
。

そ
れ
と
も
、
あ
っ
と
い
う
間
の
1
年
で
し
た
か
。

　

人
間
の
脳
は
、
新
た
な
発
見
や
新
た
な
気
づ
き
が
あ
る
と
時
間
の
経

過
を
長
く
感
じ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
毎
日
が
ル
ー
テ
ィ
ン
化

さ
れ
、
新
た
な
発
見
や
感
情
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
起
伏
が
薄
れ
て
し
ま
う

と
時
間
が
早
く
過
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
過
ご
し
た
こ
の
１
年
、
前
者
か
後
者
、
ど
ち
ら
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
人
間
、
誰
し
も
が
平
等
に
持
て
る
24
時
間
と
い
う
時
間
を

大
切
に
、
残
り
の
２
年
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、今
年
、い
く
つ
の “Challenge

〟 

を
し
ま
し
た
か
。
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
結
果
は
、
失
敗
で
も
成
功
で
も
ど
ち
ら
で
も
良
く
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
。「
よ
し
、
や
っ
て

み
よ
う
！
」「
少
し
怖
い
け
ど
、
挑
戦
し
て
み
よ
う
！
」「
だ
め
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
自
分
な
ら
何
と
か
で
き
る
!!
」
と
、
己
を
鼓
舞(

大
い
に

励
ま
し
気
持
ち
を
奮
い
た
た
せ
る
こ
と)

し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
の
原
動
力
に
は
、“
自
己
効
力
感
〟
が
必
要
で
す
。
こ
の

力
は
、
日
頃
の
自
分
自
身
の
物
事
に
取
り
組
む
姿
勢
に
よ
っ
て
培
わ
れ

る
、
非
常
に
大
切
な
力
で
す
。
あ
な
た
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
し
た
か
。
自
分
の
意
志
で
行
動
を
選
択
し
て
い
ま
す
か
。

自
分
の
気
持
ち
に
素
直
に
行
動
を
選
択
し
て
い
ま
す
か
。
人
の
目
を
気

に
し
た
行
動
の
選
択
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
失
敗
し
た
時
に
、
人
の
せ

い
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
全
力
で
取
り
組
ん
だ
結
果
を
、
成
功
も
失
敗

も
全
て
受
け
入
れ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
多
く
の
仲
間
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
事
を
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
い
よ
い
よ
高
校
生
活
中
盤
の
２
年
生
で
す
。
新
た
な
目
標
を
設
定
し
、

目
標
の
実
現
の
為
に
は
、
ど
ん
な
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る

か
。
ス
プ
リ
ン
グ
ブ
レ
イ
ク
を
利
用
し
て
、
作
戦
を
立
て
、
有
意
義
な

２
年
目
の
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
所
懸
命
頑
張
る

貴
方
達
を
応
援
し
ま
す
。

�

第
二
学
年
部
長
　
河
本
　
孝
弘

　
何
も
わ
か
ら
ず
ス
タ
ー
ト
し
た
１
年
目
と
は
違
い
、
友
人
も
増
え
、
学
年

で
も
部
活
動
で
も
先
輩
と
い
う
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、周
り
の
成
長・

変
化
か
ら
向
き
合
う
課
題
、
悩
み
も
多
様
に
な
っ
た
１
年
と
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
も
替
わ
り
、
こ
れ
ま
で
構
築
し
て
き
た
人
間
関
係
も
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
良
し
と
し
て
き
た
や
り
取
り
も
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が

変
わ
れ
ば
話
が
違
い
ま
す
。
ど
う
話
し
掛
け
れ
ば
良
い
の
か
、
ど
こ
ま
で
踏

み
込
ん
で
よ
い
の
か
。
程
度
が
わ
か
ら
ず
、
な
か
な
か
１
年
次
の
人
間
関
係

か
ら
切
り
換
え
る
こ
と
が
難
し
い
生
徒
達
を
た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し
た
。

　

欧
米
で
は
個
性
を
優
先
し
、
そ
の
後
協
力
を
学
ぶ
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
で
は
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
自
分
た
ち
で
物
事
を
進
め
る
こ
と
や
、
協

力
し
合
う
こ
と
、
思
い
や
り
を
学
ぶ
環
境
を
優
先
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、ど
ち
ら
も
と
て
も
大
切
で
す
。

　
た
だ
、
日
頃
の
生
徒
達
を
見
て
い
る
と
、
ま
ず
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

で
協
力
し
合
う
喜
び
や
役
立
つ
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
強
く
感
じ
ま
す
。

今
年
は
、
集
団
の
中
で
協
力
し
、
支
え
合
う
経
験
を
重
ね
て
い
く
場
が
1
年

間
の
中
で
何
回
も
い
ろ
ん
な
形
で
あ
り
ま
し
た
。

　

１
学
期
に
は
、
班
別
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
こ
な
し
な
が
ら
京
都
市
内
を
巡
る

校
外
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
目
的
地
に
着
く
ま
で
、
次
の
行
き
先
が
わ
か

ら
ず
、
班
の
メ
ン
バ
ー
と
交
通
手
段
等
を
考
え
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

す
。

　

２
学
期
の
西
乙
祭
（
文
化
の
部
）
で
は
、
各
ク
ラ
ス
40
分
を
超
え
る
演
劇

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
セ
リ
フ
や
立
ち
回
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
す
の
に

苦
戦
し
な
が
ら
、ど
の
ク
ラ
ス
も
工
夫
に
富
ん
だ
仕
上
が
り
に
な
り
ま
し
た
。

あ
の
人
が
、
こ
ん
な
役
を
!?
普
段
見
ら
れ
な
い
仲
間
達
の
頑
張
り
は
学
年
に

弾
み
を
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
西
乙
祭
（
体
育
の
部
）
で
は
、
運
動
が
苦
手

な
生
徒
も
周
り
の
応
援
に
後
押
し
さ
れ
、
あ
き
ら
め
ず
に
最
後
ま
で
や
り
き

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
実
施
し
て
い
た
台
湾
へ
の
海
外
研
修
旅
行
が
復
活
し
、

初
め
て
の
飛
行
機
、
海
外
と
い
う
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
の
中
、
４
泊
５
日
の
研

修
旅
行
は
生
徒
達
に
と
っ
て
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
自
分
ら
し
さ
」
を
色
ん
な
人
に
ぶ
つ
け
て
い
く
、
自
分
が
決
め
つ
け
て

い
た
枠
が
ど
ん
な
に
狭
い
の
か
を
思
い
知
る
。高
校
生
活
は
あ
と
１
年
で
す
。

守
り
に
入
ら
ず
に
、
あ
と
１
年
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
に
で
き
る
「
何
か
」
を

探
っ
て
く
だ
さ
い
。

⃝

編
集
後
記

　

今
年
度
の
西
乙
祭
は

両
日
と
も
に
快
晴
。じ
っ

と
し
て
い
て
も
汗
が
流

れ
る
ほ
ど
気
温
の
高
い

中
、
全
力
で
ク
ラ
ス
や

部
活
動
の
企
画
に
取
り

組
ん
で
い
た
西
乙
高
生

の
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
そ
ん
な
生
徒

た
ち
の
姿
を
お
届
け
で

き
る
事
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　
「
西
乙
」
第
八
十
八

号
を
発
行
す
る
に
あ
た

り
、
取
材
や
原
稿
作
成

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
誌
が
学
校
で
の
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
知

る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長 

広
報
担
当 

 

水
戸 

晃
弓

自
己
効
力
感
： 

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
能
力
を
自
分
自
身
が
持
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
状
態

（「
自
分
な
ら
で
き
る
」「
き
っ
と
う
ま
く
い
く
」
と
思
え
る
認
知
状
態
）


